
 青森県生協連｢第１８回生協ふれあいの森植樹祭：眺望山｣開催報告 
 

１．日 時 ２０１８年５月１３日(日)：１０:２０～１３:００ 

２．場 所 青森市内真部・眺望山自然休養林 

３．参 加 125名 

コープあおもり（2 名）津軽保健生協（6 名）県民生協（62 名）スタッフ（15 名：コープあおもり 3

名、津軽保健生協 2名、県民生協 10名）森林管理署（8名）県生協連（3名） 

４．当日プログラム                           司会：鎌田 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10:10～ 開会挨拶         青森県生協連     平野了三 会長 

           青森森林管理署    高井秀章 署長 

森林管理署より植樹方法及び注意事項の説明   

10:40～11:10 植樹 

11:10～12:15 木工体験（ひばのコースター・なべ敷きづくり） 

12:00～13:00 昼食・自由行動  ※小雨につき、眺望山への自然散策は中止 

 

・５月１３日（日）、青森市眺望山自然休養林において第 18 回「生協

ふれあいの森」植樹祭を開催しました。生協組合員とその家族や森林

管理署の皆さん、スタッフを合わせて 125名、うちお子さんが 20名参

加し、ヒバの苗木 200本を植えました。県生協連では 2001年から青森

森林管理署と「ふれあいの森協定」を締結し、牛乳パックのリサイク

ルの収益金をもとにした植樹活動を眺望山で実施してきました。18年

間で植えることができたひばの苗木は、3,600本となりました。 

・参加者は、やや急斜面の山道を登って、あらかじめつけていただい

た目印の場所に、森林管理署の職員の説明のとおりに唐クワを上手に

使って丁寧に 1本 1本植えていました。 

・植樹後、今年初めての企画として、森林管理署の方を講師にヒバや

スギ、サクラの輪切りをコースターや鍋敷きとして加工する体験をさ

せていただきました。予定していた眺望山（標高１４３ｍ）への自然

散策はあいにくの雨模様のため、残念ながら中止となりました。 

・最後に自然の中で県産牛を使用した恒例のバーベキューで昼食を楽

しみました。               (作成：青森県生協連) 

 

 ・なかなか体験できない森の中での植樹。斜面が急で少し怖かったけど、楽しかったです。 

・とても楽しかったです。木工体験も協力して下さった管理署の職員の方の桜の木の伝説のお話など有意

義な 1 日でした。ありがとうございました。散策が中止になったのは残念でしたが・・・。 

・だんだんうまく植えられるようになって嬉しかった。 

・機会をいただきありがとうございました。木を増やすことの大変さ、大切さを身を以て感じることがで

きました。 

1本ずつ丁寧に 

結構な急斜面です 

その場で木材を輪切りにして 



   青森県生協連「第１８回生協ふれあいの森植樹祭：仙人平」開催報告 
 

１．日 時 ２０１８年６月１０日(日)：１０:２０～１３:００ 

２．場 所 十和田市仙人平（蔦温泉近く） 

３．参 加 130名 

コープあおもり（24名）青森保健生協（8名）県民生協（39名）弘大生協（18名）スタッフ（26名：

コープあおもり 3名、青森保健生協 2名、県民生協 11名、弘大生協 10名）森林管理署（6名）県生協

連（3名）（うち子ども 12名、学生 19名） 

４．当日プログラム                           司会：鎌田 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10:10～ 開会挨拶         青森県生協連     鎌田敦子常務理事 

           三八上北森林管理署  金 晃弘署長 

森林管理署より植樹方法及び注意事項の説明   

10:40～11:30 植樹・自然散策ゲーム 

11:30～12:10 木工体験・乗馬体験 ※事前申込者対象 

12:10～13:00 昼食・自由行動  

 

・6月 10日（日）、十和田市仙人平において第 18回「生協ふれあいの森」

植樹祭を開催しました。生協組合員とその家族や森林管理署の皆さん、

スタッフを合わせて 130名、うちお子さんと学生 31名が参加し、ブナの

苗木 250本を植えました。県生協連では 2001年から三八上北森林管理署

と「ふれあいの森協定」を締結し、牛乳パックのリサイクルの収益金を

もとにした植樹活動を眺望山で実施してきました。18 年間で植えること

ができたブナの苗木は、3,700本となりました。 

・一斉に手分けして 250 本の苗木を植えた後は、森林管理署の職員のリ

ードで、フィールドビンゴを楽しみ、「すべすべしたもの」など設問のも

のをじっくり観察し、自然に触れ合うことができました。 

・その後初企画として、十和田乗馬倶楽部のご協力で乗馬体験と木工体

験を行いました。体験企画のサポートには、弘大生協で募集したボラン

ティアの学生さんが大奮闘。乗馬体験チームは、事前講習で特訓後当日

を迎え、手際良く参加者の体験をサポートしていました。 

・最後に自然の中で県産牛を使用した恒例のバーベキューで昼食を楽し

みました。                 (作成：青森県生協連) 

 

 ・植樹祭には初めて参加しましたが、フィールドビンゴや木工体験ができ

て、来年も来たいと思いました 

・森林教室では思いがけない発見が多くあり、自然の中で楽しく過ごせま

した。機会があればまた参加したいです 

・乗馬や植樹を通して自然とたくさんふれあえて楽しかったです。 

・非常に勉強になると同時に楽しい活動であったと思います。 

ブナの苗木を植えてとても新鮮な気持ちでした。乗馬体験も初めてでした

が、思ったより怖くなくて楽しかったです。 

家族や友人と力を合わせて 

フィールドビンゴで探索中 

木の枝での工作体験 

「馬に乗れた！」感動体験 
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